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前回の例会報告

皆様こんにちは、
　今月は決算をされる会社が多いでしょうし、確定申告の時期でお
忙しいところご出席頂き、ありがとうございます。
この時期になるとどうしても平成 23年 3月 11日の大災害を思い出
してしまいます。
死者・行方不明者は 22.010 人（明治以降発生の死者・行方不明者　
2位）

もう７年もたったというのにまだ復興が終わっておりません。何が原因なのかわかりま
せんが今の時代にどうしてこんなに時間がかかっているのか理解できません。一日も早
い復興とお亡くなりになった方のご冥福をお祈りさせていただきます。
日本はいつどこで地震が起きても不思議ではないといわれておりますが、過去の大きな
地震を見ますと
明治以降発生の死者・行方不明者 1位は
1923 年９月 1日の関東地震　死者・行方不明者 105.385 人
皆さん記憶にあると思いますが
1995 年１月 17日阪神淡路大震災　死者・行方不明者 6.437 人
（明治以降発生の死者・行方不明者　5位）
そして福井県では
1948 年 6月 28日福井地震　死者・行方不明者 3.769 人
（明治以降発死者・行方不明者　6位）
他にも多数の地震災害が起こっております。
首都直下型地震は必ず起こるといわれておりますが、もし起こってしまったらどれだけ
被害とコストがかかってしまうのでしょうか？ある資料では関東地震規模だと
（死者数　約 70.000 人・被害規模約 160 兆円）
少なくみているように思いますが、考えるだけで恐ろしくなってしまいます。
　さて、話は変わりますが、先週土曜日に福井県下ロータリークラブ会長幹事会に参加
してきました。
会長幹事会は年度 3回あり今回は三国 RCがホストクラブで今期２回目の会議でした。
会議の内容は上半期の報告と下半期の計画についてが、議事の内容です。
各クラブで自慢できる奉仕プロジェクトを一つ発表してくださいと言う事なので
（熱い思いでいろんな事業を発表しているクラブもありましたが）
福井あじさい RCとしては、１０月１４日に行った卓球バレー大会について発表してま
いりました。
各クラブの会長が発表する中でどのように発表しようかなと考えていたところ、広瀬幹
事が、素晴らしい原稿を用意しておりましたので、これは幹事のほうから報告してもらっ
たほうがいいと思いまして、広瀬幹事にお任せしました。　（彼は近い将来素晴らしい会
長になると思います）
各 RCクラブも精力的に事業を行っていましたが、ある程度の規模のクラブ（会員数）
でないと、事業費にしても人員についても出来ることが限られてしまうように思います。
来週、細川会員増強委員長のもと、異業種交流例会が昨年に引き続き行われますが、皆
様も積極的にゲストの方とお話しいただき、RCを理解頂いて入会してもらいたいと思い
ます。
　明日よりタイに浄水器の贈呈式に行ってきますが、対外的にはこれが最後の事業とな
ります。そろそろ次年度の準備に入るころだとは思いますが、もうしばらくのご協力を
お願いしご挨拶とさせていただきます。

会長挨拶

次回の例会案内
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2017-18 Presidential Theme

○現在会員　63名　　○出席者　 32名
○届欠席者    31名　     ○出席率　51%

3月9日㈮

メイクアップ

同好会

○開会点鐘　19時00分
○ロータリーソング斉唱　「奉仕の理想」
○会長挨拶
○幹事報告・委員会報告・同好会報告
○ニコニコ箱報告
○ロータリー財団寄付者発表
○米山記念奨学会寄付者発表
○閉会点鐘

○開会点鐘　12時30分
○ロータリーソング斉唱　「四つのテスト」
○会長挨拶
○幹事報告・委員会報告・同好会報告
○ニコニコ箱報告
○ロータリー財団寄付者発表
○米山記念奨学会寄付者発表
○卓　話　水口正行  会員
○閉会点鐘

3月16日㈮

3月30日㈮

異業種交流体験例会

前田和寛、松本喜市（福井RC）
横山剛史、水口正行（バンコクスリウォンRC）

近藤実、稲津敬史、辻川貴宏、藤井誠也
竹内義隆（麻雀同好会）



ロータリー財団　寄付者

米山記念奨学会　寄付者

18 名 　　27,000 円　　今年度累計　903,400 円

ニコニコ箱報告 （順不同/敬称略）

11 名　13,000 円

9名　9,000 円

12:00～12:30

18:00～18:30

　2018.3/9

事務所/〒910-0006 福井市中央1丁目3番1号　加藤ビル4F　　TEL.0776-28-7200  　FAX.0776-28-7255
例会場/ホテルリバージュアケボノ　　TEL.0776-22-1000  　 E-mail:mac7428@yahoo.co.jp

クラブ会報委員長/ 尾川輝幸　　副委員長/ 中村栄子

県内クラブ
例会日

ビジター受付

火曜日

月曜日

水曜日 木曜日 金曜日

福井南RC

福井東RC

（ザ・グランユアーズフクイ）

（福井繊協ビル 8F）

勝山RC
（勝山市民活動センター）

（AOSSA 3F）
武生RC

（武生商工会館）

若狭RC
（ホテルせくみ屋）

福井フェニックスRC

丸岡RC
（ザ・グランユアーズフクイ）

（丸岡城のまちコミュニティセンター）

鯖江北RC
（鯖江神明苑 2F 日野）

敦賀RC
（福井銀行敦賀支店 2F）

大野RC
（大野商工会館）

福井北RC

福井水仙RC
（ユアーズホテルフクイ）

（福井パレスホテル）

武生府中RC
（越前たけふ農協会館 3F）

敦賀西RC
（敦賀プラザ萬象）

福井RC

三国RC
（バードグリーンホテル レジーナ）

（三国観光ホテル）

鯖江RC
（鯖江商工会館 4F）

福井西RC

（ホテル リバージュアケボノ）
福井あじさいRC

前年度累計　958,738 円

ゲスト卓話 福井労働局長　早木武夫氏

3月27日（火） 福井南RC　4月6日（金）福井西RC　4月12日（木） 福井RC
4月13日（金） 福井西RC

5月15日（火）福井フェニックスRC4月5日（木）福井水仙RC

横山剛史　　本日の卓話、福井労働局長早木様、よろしくお願い
　　　　　　いたします。
廣瀬充　　　早木局長、小林様、今日はありがとうございます。
　　　　　　卓話よろしくお願いします。
藤岡茂樹　　52才になりました。例の同好会は無事卒業です。
野原哲也　　来週から競輪の解説が4場所、ケーブルＴＶでも
　　　　　　朝10時から5時まで流れています。
山下徳太郎　早木局長のお話しを、しっかりと聞かせて
　　　　　　もらいます。
下家茂　　　3月16日異業種交流会に参加しよう。
松本喜市　　今日は肌寒いですが、何となく春らしくなってきた
　　　　　　ような気がします。
田中隆藤　　誕生日プレゼントありがとうございました。
堀川和子　　4月に西武さん正面ビルに4店舗目となるお店を開店
　　　　　　します。これもひとえにお客様方とスタッフの
　　　　　　お陰様と厚く感謝しています。
　　　　　　名前は「ピッコロ タボロ」イタリア語で
　　　　　　小さなテーブル・かわいいテーブルと言う意味です。
　　　　　　皆様よろしくお願いいたします。
末永雄樹　　日々感謝。
前田和寛　　タイに行かれる方は気を付けて行って来て下さい。
常山由起子　春の新酒祭が3月21日フェニックスプラザで開催さ
　　　　　　れます。福井の酒蔵が全て集まりますので、是非
　　　　　　おいで下さい。
朝田健一　　本日は急な仕事が入りましたので早退致します。
　　　　　　パソコンを置いておきます。
南伊津美　　福井労働局局長 早木様、いつもお世話になっており
　　　　　　ます。人材派遣のクラリスでございます。今後とも
　　　　　　お手やわらかによろしくお願い致します。
細川直人　　異業種夜間例会のまだまだのご参加間に合いますの
　　　　　　で、是非是非よろしくお願いします。
早木武夫
福澤幹也
小原弘明

横山剛史、廣瀬充、松本喜市、福澤幹也、藤岡茂樹、田中隆藤
南伊津美、松塚泰孝、高嶋隆博　各君

横山剛史、廣瀬充、長井眞見、松本喜市、松塚泰孝、藤岡茂樹
田中隆藤、福澤幹也、野原哲也、南伊津美、前田和寛　各君

「働き方改革」と「労働生産性」、そして「魅力ある企業」へ向けて

「働き方改革」とは、一言で言えば、「働きやすさ」であるが、なか
なか判りにくい。
　そもそも①「働き方改革」とは何か？それが本当に必要なの
か？②「働き方改革」と「労働生産性の向上」は矛盾しているので
はないか？③県内企業の進むべき「魅力ある企業」とは何か？の
上記３つの関係を明らかにすることを目的に発表を行った。
　福井県の人口は毎年減少傾向にあり、いずれ大変深刻な状況
になる恐れがある。加えて、県外に転出した若者はなかなか戻っ
てこない、特に女子は深刻。更には福井県内の有効求人倍率は最
新で２．００倍（１月末）と東京都に次いで全国第２位という高
さ。人手不足は深刻な状況にある。
　こうした人手不足の解決や優秀な人材確保には「働き方改革」
しかない。今までのような長時間労働を前提とした働き方では
もう駄目で、優秀な人材は確保できない。今までの働き方を見直
して、効率的で、それでも生産性は落ちない、むしろ高める仕組
みがこれからはますます重要になる。
　こうした観点から県内の企業を見てみると、県内でも「働き方
改革」に頑張っている企業が、確かにある。その特徴は、現場レベ
ルでの業務の見直しや昔ながらのやり方を見直して、その結果、
残業時間が削減されたり、若者や女性の定着率が高まったり、生
産性が向上している。これが「働き方改革」である。
　「働き方改革」は、掛け声だけでは結局後戻りをしてしまう。す
なわち、「働き方改革」と「労働生産性」を両立させなければ、「働
き方改革」は前には進まないし、そもそも経営を無視した「働き
方改革」はあり得ない、成功しない。これが、県内の福井の企業が
取り組むべき方向の「魅力ある企業」である。


